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研究成果の概要（和文）：近年，ＤＶ担当の支援者による二次加害行動が，被害者に深刻なダメ

ージを与え，行政等の相談機関で発生している問題に対して，本研究では，「二次加害防止策」

の構築を目指し，支援者へのスーパービジョン体制導入の可能性を探索した．メゾレベルの理

念・方針を含む組織体制，根拠法が影響要因となり，スーパービジョンの質に，また直接支援

にもダメージを与えている現状が明らかとなった．また，二次加害防止に向けて，スーパービ

ジョン体制の機能不全を修正し，稼働促進することが急務だと提唱した． 

 

 

研究成果の概要（英文）：The problem of secondary victim behaviors by advocates for domestic 

violence survivors does serious damage to the clients in public welfare office. This paper 

explored a potentiality to introduce supervision system for advocates with the aim of 

“preventing strategy of secondary victimizations”. Finding out how things really are 

the factors of organ system embrace mesoscopically philosophy, policy and relevant lows 

affect quality of supervision and damage direct support. And it is urgent to modify the 

dysfunctional supervision system, and to promote running it for preventing secondary 

victimizations. 
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１．研究開始当初の背景 

2003 年実施の加害者実態調査などにより，

ドメスティック・バイオレンス（以下，ＤＶ

とする．）の加害者である夫やパートナーへ

の支援が重要視された．ＤＶの根絶を目指し，

加害者である夫のさらなるＤＶ行動を防止

することが最優先課題であった．その後，Ｄ

Ｖ担当の支援者が二次加害行動をして，被害
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者に深刻なダメージを与え，行政等の相談機

関で問題が発生した．例えば，緊急電話相談

に対して非常勤職の支援者が時間外対応を

理由に相談を中断すること，緊急一時保護所

での施設ルールを理由に被害者の選択する

権利の剥奪，精神疾患を理由に保護施設への

受け入れの拒否，ＤＶ被害者の保護を理由に

母子分離を強要するなどがある． 

日本では 1992 年の研究 1）で支援者の対応

問題の「二次加害」が明らかにされたが．二

次加害は支援者個人と被害者との関係とい

うミクロレベルの影響による問題と捉えら

れ，支援者個人の責任が問われていた．これ

により支援者個人の問題として扱われ，被害

者にダメージを被らせていることが隠蔽さ

れ，放置される結果をもたらした． 

論者による 2006 年の二次加害現象のヒア

リング調査では，二次加害は被害者から制度

政策までのミクロ・マクロレベルを含む６層

相互作用により発生している現象であるこ

とを明らかにした．この結果をふまえ，ミク

ロからマクロまでの６層にわたる支援者に

対する二次加害防止策の構築が急がれるこ

とを提示した． 

また同調査研究において，身体的暴力を除

いた ＤＶの暴力の種類と，二次加害現象の

内容は非常に類似性が高いことを明らかに

した． 

アメリカでは，1980 年代前半に二次加害現

象が問題視され，支援内容の質の向上や研修

体制の充実等が強調され続けてきた 2）．この

状況が継続している一方で，支援者自身が支

援プロセスの中で二次トラウマを受け，バー

ンアウトするといった現象も発生し続けて

いる 3）．  

ＤＶ加害者への支援が重要視されている

今だからこそ，ＤＶと類似性の高い二次加害

現象にも着目し，支援者がさらなる加害者に

なることの防止策を構築することは，喫緊の

課題である． 

 

 

２．研究の目的 

本研究では，「二次加害防止策」の構築を

目指し，支援者へのスーパービジョン体制導

入の可能性を探索した．ＤＶ支援の軸となる

行政機関に焦点をあて，スーパービジョン体

制の有無と，成果への影響要因を明らかにし，

二次加害防止策との関連を検討することが

目的である． 

 

 

３．研究の方法 

東京都・神奈川県のＤＶ担当支援者を対象

としてスーパービジョンの質について尋ね

ることを目的とし，郵送のアンケート調査を

実施した．また，二次加害現象の要因を明ら

かにするために，文献調査を実施した． 

(１) アンケート調査 

福祉事務所，女性相談センター，子ども家

庭課等といった公的機関に所属するＤＶ担

当相談員 352 名を対象とした．アンケートの

内容は，「基本質問（属性について）5 項目」

「相談業務において求められるものについ

て 20 項目」「相談業務における負担感・困難

感について 4 項目」の合計 29 項目を５件法

で尋ねた．また「相談業務を行う上で必要と

するサポート体制について」自由記述欄も設

けた．なお，本調査は「ルーテル学院大学研

究倫理委員会」の倫理審査を受け承認された

ものである． 

 

(２)文献調査 

2000 年～2010 年の雑誌「ソーシャルワー

ク研究」「アディクションと家族」「社会福祉

研究」の先行研究を概観した．ＤＶ被害者支

援に関連するものに焦点を当てて収集した



 

 

23 本である．文献の内容分類は暴力・虐待関

連（５本），ＤＶ被害者へのソーシャルワー

ク関連（５本），母子への生活支援関連（５

本），ＤＶ加害者関連（３本），実践報告（３

本），事例検討（２本）であった．また、本

研究は日本社会福祉学会の定める研究倫理

指針を遵守した． 

 

 

４．研究成果 
(１)調査結果・考察 
①アンケート調査 

本調査の回収数は 108 ケースであった（回

収率 30.7％）．その結果，ＤＶ担当相談員の

うち，83.5％においては上司からの助言・指

導を「少なからず受けている」，「受けている」

という回答が得られたことから，支援現場に

おいてスーパービジョン体制の存在が明ら

かになった． 

次に，実施頻度や内容については，自由記

述データ 67 ケースを質的内容データ分析法

にて分析し，セグメント化した 189 のデータ

の中から「支援業務を阻む要因」99 データに

焦点を当ててストーリー化を行った．マクロ

レベルでは「制度の影響」「地域差」，メゾレ

ベルでは「組織理念の曖昧さ」「上司の頼り

なさ」「雇用待遇の貧弱さ」，そしてミクロレ

ベルでは「危険と隣り合わせの業務」「時間

とお金の負担」「男性支援ニーズ」「支援者の

業務」の９カテゴリーが生成された．以上よ

り，支援者個人（ミクロレベル）では取り組

めない理念・方針を含む組織全体の体制や，

根拠法といったメゾレベル以上の要因がス

ーパービジョンの質に影響を及ぼし，さらに

は直接支援に支障をもたらしている現状が

明らかとなった（図１参照）． 

 

 

 

 

図１ 支援業務を阻む要因 

また着目したいのは，「男性支援ニーズ」，

ＤＶ理解に関する「地域差」のカテゴリーで

あった．これまで，ＤＶ被害者支援は「女性」

が主であった．また，論者の 2006 年の研究

においても地域による考え方や文化の相違

といった要因が抽出されなかった．  

 

②文献調査 

23 本の文献から，二次加害現象に該当する

記載を計 35 個抽出し，それらを要因に焦点

を当ててミクロ・メゾ・マクロの３つに分類

した．（表１参照） 

表１ 二次加害現象の要因 

レベル 要因名 内容 

マクロ 

法律からの漏れ 

法律制定時より支援対象から外され続けてい

る． 

法律の固くなさ 法律により不要な手続き段階が入っている． 

法律の不備 

既に検討されていて然るべきことがなされてい

ない． 

メゾ 

支援体制不足 移りゆくニーズに合わせた新たな支援がない． 

支援の質向上の機会

のなさ 支援について学び訓練する機会が少ない． 

資金不足 支援に必要となる資金が不足している． 

施設ルールの視野の

狭さ 

時に柔軟に視野を広めて判断する必要があるこ

とを実行できていない． 

設備の不備 必要とされる設備が整っていない． 

必要とされる人材認

識の低さ 

求められる人材を多面的に捉えて配置をしてい

ない． 

問題認識の誤り 

組織で問題の主旨を理解せずに支援をしてい

る． 

ミクロ 直接支援の未熟さ 

支援において駆使されている知識・価値・技術

が低い． 

マ

ク

ロ 

メ 

 

ゾ 

ミ

ク

ロ 



 

 

表１の結果を基に，性や社会的な相違に着

目するためにジェンダー視点を援用しつつ

考察を行い，以下の３点が明らかとなった． 

第１に，二次加害の要因はメゾレベル・マ

クロレベルの影響が主であると言える．表１

からも分かるように，二次加害の要因はメゾ

レベル・マクロレベルに集中している．さら

にミクロレベルの要因「直接支援の未熟さ」

に関しても，所属組織での研修実施やスーパ

ービジョン体制を修正・稼働させることが課

題としてあげられることから，メゾレベルに

も関わる要因と言えよう．メゾレベル・マク

ロレベルの支援対応レベルの方策を検討す

ることが，二次加害防止に重要と考えられる． 

第２に，「変えようのないもの」へ支援者

が取り組むことが二次加害を発生させてい

ると言える．文化的・社会的な影響，つまり，

メゾ・マクロレベルの影響を受けて形成され

た性役割は個人(ミクロレベル)では「変えよ

うのないもの」である．そして，支援場面で

この「変えようのないもの」に支援者が取り

組むことは不可能である．この不可能なもの

に支援者が取り組むために，被害者はこれま

での生き様や価値観を否認されたと感じ，支

援を受ける動機付けを弱める現象(二次加

害)につながると言える． 

第３に，二次加害防止のために有効な視点

として，平等なジェンダー視点があげられる．

これまでのＤＶ被害者支援現場においては

「女性」という性と「守られるべき」・「かば

われるべき」という考え方に焦点を当てたミ

クロからマクロまでの支援が実施される傾

向が強かったように思われる．これにより，

被害者の本来の力が見えづらくなったり，被

害者のための社会資源の開発や支援に求め

られる多角的な視点への転換を阻害してい

たと考えられる．これに対し，近年のジェン

ダーの視点を取り入れことにより，「女」「男」

といった性にとらわれることのない支援も

また，一つの支援のありようだと言える． 

 

(２)結論 

二次加害防止に向けて，まずは支援者が所

属する「組織」がスーパービジョン体制の機

能不全を修正し，稼働促進することが急務と

言える．スーパービジョン体制の稼働により

所属組織からの支援業務保証がなされ，支援

者の相談業務環境改善の一助になり得ると

考える． 

 

(３)本研究の限界と今後の課題 

 アンケート調査は，東京都・神奈川県の行

政ＤＶ相談窓口を対象に行ったため，本研究

の結論は限定的であることは否めない．また，

二次加害防止に向けてスーパービジョン体

制の機能不全修正と稼働促進を提言したが，

二次加害防止策の構築には至っていない．よ

って，ＤＶ被害者支援組織に求められている

スーパービジョン体制のスタンダードを示

し，機能不全修正と稼働のために必要な対応

を明らかにし，二次加害防止策の構築を課題

としたい． 
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